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１．はじめに（研究背景と目的） 

実社会におけるソフトウェア開発は、複数人

によるプロジェクト形式で行われることが一般

的である。よって、大学ではプロジェクト形式

の演習を行い、ソフトウェア開発に対する理解

を深めさせようとしている。 

本学でも情報工学科３年次を対象に「高度情

報演習２Ｂ」という演習授業を実施している。

その目的は、プロジェクト形式でソフトウェア

開発を行い、ソフトウェア開発における設計や

開発のプロセスなどを体験させることなどであ

る。プロジェクト形式とは、グループで作業を

行い、各自役割分担があることである。 

昨年度、高度情報演習２Ｂでプロジェクト形

式の演習を行った[1]結果、以下の問題点が判明

した。 

• グループ内で役割分担ができていなかった 

• グループ内で優れている人に多くの負担がかか

った 

• 成果物はグループ間でのバラツキが大きかった 

これらの問題は、グループ編成が適切でない

ことが原因と考えられる。 

そこで我々は、プロジェクト形式の演習に最

適なグループ編成を行う方法を提案し、最適な

グ ル ー プ 編 成 を 自 動 的 に 行 う シ ス テ ム

(EtUDE/GO: Environment for Ultimate softwa-

re Development Exercise / Group Organizer)

の開発を行う。 

２．最適なグループの編成方法 

我々は最適なグループ編成を次のように定義

した。 

• グループ間での能力差ができるだけ小さくなる

ようにグループ編成を行う 
• 各グループに役割を遂行可能な適性を持った学

生を少なくとも一人以上割り当てる 

 これらの定義に従って最適なグループ編成を

行うために、役割・適性と代用特性の関係と、

役割に適する各学生の割り当てについて考える。 

■ 役割・適性と代用特性の関係 

演習の役割に対する学生の適性(必要とされる

能力)に直結する属性(特性)が計測可能な形で見

つかることは通常希である。そのため、測定可

能な属性(代用特性)で代用する。具体例を表 1

に示す。 

表 1 役割－適性－代用特性の関係 

 

 

 

 

 

 

■ 役割に適する各学生の割り当て 

 高度情報演習２Ｂは学習者 100 人を見込んで

いる。１グループあたり５人となる編成を作成

しようとすると 1.0E+98 通りの組合せが存在し、

すべての組み合わせを計算し、最適なグループ

編成を行うことは非現実的である。そのため、

我々は GA(Genetic Algorithm)を用いて最適なグ

ループを編成することにした。 

GA とは、乱数を用いながら、戦略的に且つ高

速に探索する方法である。計算量が格段に少な

いことや、対象領域の知識があれば、GA による

解法の知識がなくても容易に近似解を求めるこ

とができるという利点がある。しかし、必ずし

も最適解を求めることができるとは限らないと

いう欠点もある。 

■ 最適なグループ編成の求め方 

高度情報演習２Ｂがプロジェクト演習である

ことを考慮すると、我々が編成するグループは

各メンバーが役割を持つ必要がある。高度情報

演習２Ｂにおいて、リーダーはプロジェクトマ

ネジメント能力、分析・設計はＵＭＬなどの記

述能力、コーディングはプログラミング能力、

QA はテストケースを作成する能力を求めており、

代用特性を用いて 100 点を最高とする点数で表

すことができると仮定する。 

我々は最適なグループ編成を次の手順で求め

る。 

ⅰ．役割を割り当てる：各学生がその役割を担

当できるかどうかはその役割に対する代用特
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性（ ijA ）が、一定水準（ P ）以上ならば担

当可能と判断する。ここで、m は学生数を、

n は科目数を表す。 

PAij ≥  

( )jimjni === ,,2,1,,2,1 LL  

ⅱ．グループの能力（ αO ）を求める：最適なグ

ループ編成の候補となる割当において、代用

特性と重み（ w ）の積を求め、その平均点を

計算する。 
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ⅲ．グループ間の分散を求める：ⅱで求めたグ

ループの能力を基に、グループの能力による

分散を計算する。 

ⅳ．最後に、グループ間の分散が最も小さい割

り当を最適なグループ編成とする。 

３．システムの概要 

ここで我々は、前章で述べた問題を解決し、

適切なグループを自動編成するためにグループ

編成自動作成システム（EtUDE/GO: Environment 

for Ultimate software Development Exercise 

/ Group Organizer）を開発する。システムの概

要を図１に示す。 

 

 

 

 

 

 

図１．EtUDE/GO システム概要 

 

■ 機能概要 

 クライアントから学習者の成績が入力された

Excel 形式のデータを受け取り、前章にて紹介し

た方法にてグループ編成処理を行う。その結果

として編成されたグループ番号が付与された

Excel 形式のデータをクライアント側に提示する

ものとする。 

■ システム概要 

サーバ側においてグループ編成処理を行い、

その進化過程を数世代ごとに MySQL データベー

スに格納する。MySQL データベースに進化過程を

保存することにより、進化途中から評価関数を

変更することを容易とした。また、本システム

は、アーキテクチャとしては Servlet を採用し

た WEB アプリケーションとした。 

４．実験 

高度情報演習２Ｂで、３年生 96 名を対象として実

施した。この実験では、本システムを適用してグルー

プ編成を行い、我々が定義した最適なグループ編成が

妥当かどうか、また代用特性として用いた科目が適当

であるかどうかなどを評価するための分析データを収

集した。 

演習課題：会議予約システムの開発 

利用システム：ＥｔＵＤＥ [1] 

■ 実験の分析・評価・考察 

我々は実験を実施し、システムから得られたデータ

や、学生へのアンケートの結果を基に分析を行い、

EtUDE/GO の有効性について評価した。ここでは、演

習終了後に学生を対象として行ったアンケート結果の

一部を示し、考察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 2004年度アンケートとの比較 

 

図２は 2004 年度の演習授業終了後に行ったアンケ

ートとの比較結果である。ここから、グループメンバ

ー全員と協力して作業できたと回答した学生が、昨年

度より大幅に向上したことがわかる。講義内容や演習

課題は昨年度と同じものを用いていることから、

EtUDE/GO によって生成されたグループ編成が妥当であ

るということが言える。 

５．おわりに（まとめ） 

本年度は最適なグループ編成について提案し、それ

を自動的に編成するシステムを作成・運用した結果を

高度情報演習２Ｂに適用した。しかし、今回の実験で

は代用特性として用いる授業科目や重み係数について、

我々が立てた仮説に基づく値を用いたため、これらに

ついて十分な検討を行っていない。より最適なグルー

プ編成を導き出すためにはこれらの検討が必要不可欠

であり、今後は多変量解析を用いてこれらの値につい

て検討を行っていく必要がある。 
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